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ECRスパッタ磨翌ﾅ作成したCo・〈r薄膜の磁化の安定性
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1. はじめに                    であった。E(Rスパッタ磨翌ﾉよりノーマル磁界で作成した

磁気記録媒体には、高い記録分解能と低い媒体ノイズを  Co一一()r‘ディスクついては1ユ％と若干大きかった瓜それでも

実現するために、結晶粒の微細化を行うことが望まれる。そ  マグネトロンヌバッタ磨翌ﾅ作成された(b｛lr re膜について論

の反面、結晶粒が微細になりすぎると、スピンが熱t”らぎの  文xで報告されている値:⑫％程度)よりも小さな値であった。

影響を強く受けるようになり、時間とともに磁化が減少すると ECRスパッタ磨翌ﾅカスプ磁界のもと作成されたCo・(lr膜は極

いう情報記録には致命的な現象が発生す乱筆者らは、電  めて微細な磁気的構造を持っており、熱揺らぎによる残留

子サイクロトロン共鳴マイクU波プラズマを用いたスパッタ磨? 磁化の経時変化が懸念されa・たが、本測定よりその心配

くECRスパッタ磨?では(:k r一(lr薄膜のク㌔インの内部｝と極め  はないことが礁認された・ECRスノNeッタ磨翌ﾅカスプ磁界のもと

で微細な磁気的構造を実現できることを見出している。1)本  で作成された(h【Cr膜は微細ではあるが磁気的構造のサ

研究では、E(沢スパッタ磨翌ﾅ作成した、(かCr薄膜の磁化安  イズが揃っており、超常磁性を示すほど御細な結晶粒が含

定性について調べた。                まれO、ないために残留磁

              化の経時変化が小さかったものと推測さ紘    ，

磁化安定性の評価を行ったサンプルは、成膜室内の磁  参考文献

界分布をカスプ、ノーマル、ミラー磁界と変化させることによっ  1.  ＆Y㎝㎝㈱e鳳1997D聯of NIERMAG97，

て作成した厚みがα2μmの(:b79. 5cma)5at. Slの膜で、磁気

的微細構造が大きく異なつa・る。1)カスプ磁界で作成し

た磁性膜は、膜表面から眺めると、直径が30～50㎜のグレ

インの内部に、3×21㎜程度の極めて小さなthリッチな領

域が(lrリヅチ領域で編てられて散在しだ組成分離構造を持

つa・る。ノーマルおよ償うー磁界で作成したサンプルは、

グレインサイズがその2～3倍に月駄化し、組成分離小氏下

したものである。磁化安定性の測定方磨翌ﾍ、まず最初に

15kOeの磁界をサンプルに印加した後に、磁界をゼロに戻

し、その直後から40000s㏄経過後まで▽)残留磁化M爾の時

間変化を測定した。比較のために、市販の各種記録媒体

いりウムフェライト磁性粉塗布型フレキシブルディスク、ディ

ジタルビデオ用co斜め蒸着テ‘・一・一プ、ビデオ用th被着酸化

鉄粉塗布型:ラ㌔プ)についても同じ測定を行なった。

 実験によって得られた残留磁化の経時変化は、おおよそ

M⑤瞭銚㎏1(kと近似できる。そこで各々のサン＝面々こつ

いてS(ここでS dMil:/d Loglor)を算出し、これを飽和磁化臨

で規格化して百分率表示したものを＆とし、磁化安定性を

評価する指標とした。

評価した(■rCr薄膜のSrの値は、ノーマル磁界で作成した

. サンプルを除き、いずれもO. 6～08％であり市販品と同程度
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2.  平山義幸、伊藤研也、本多幸雄、二本正
 昭:第5回垂直磁気記録シンポジウム会議資料集、
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